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1.はじめに 

 世界中に存在する様々な問題に対し、日々

その解決策を見出す研究が行われ、その成果

をまとめた論文が次々に発表されている。こ

れらの研究は、時代背景の移り変わりに影響

を受けるものであり、言い換えれば、過去の

研究にはその時代のトレンドとなる“知識”

や“技術”、“問題定義”などが多く含まれて

いることになる。 

 しかし、１つの分野に焦点を当てた場合で

も、非常に多くの論文が存在しており、それ

だけ情報量も膨大であるといえる。研究者達

は長い研究の中で感覚的にこれらの情報と推

移を把握していると考えられるが、全てを把

握することは困難である。 

 本研究では、上記の“知識”や“技術”、“問

題定義”などとして読み取れるワードを『ト

レンド情報』と呼称し、過去数年の特定分野

の論文を集積し、それらのトレンド情報を示

すワードを検出し、論文の相関関係を可視化

するためのシステムの開発を行った。その狙

いは、ユーザーの研究分野における、過去の

トレンド情報の推移の把握、及び今後のトレ

ンドの予測・推定を行うことで、現在取り組

んでいる研究の位置付けを明らかにし、さら

に今後の課題の設定を支援することにある。 

 

2.トレンド情報の抽出 

2.1 対象情報 

 本研究では、特定分野として経営工学に関

わる研究に焦点を当て、その中から「経営情

報学会」の論文を数年分収集した。近年は情

報のデジタル化技術の進展とインターネット

の爆発的な発展に伴い、論文もまたネットワ

ーク上でデータベース化され、研究者であれ

ば容易に閲覧できる環境が整っている。その

ため、本研究では、論文や図書・雑誌などの

学術情報を検索できるデータベース・サービ

ス『CiNii』１）を用いて収集を行なった。 

  

2.2 抽出方法 

 本研究では、トレンド情報の検出手法とし

て形態素解析エンジン『MeCab』２）を使用す

る。形態素解析とは、文を単語に区切り、品

詞を同定する処理である。例として、経営情

報学会の論文から「多様性の時代を生き抜く

ラーニング･リーダーシップの提唱」というタ

イトルを形態素解析にかけた結果を図１に示

す。各品詞が解析され、その情報が表示され

る。また事前に専門用語を辞書として記憶さ

せることもでき、辞書の参照により意味のあ

る語句で区切られ、より精度を上げて解析が

行われる。これにより、論文のトレンド情報

と捉えられる語句を選別して抽出する。 

 本研究では、単純に「名詞」と「一般」の 

 

図１ MeCab の解析 

                                             

Trend information extraction using morphological analysis 

 and building its visualization system  

Takahiro TERAUCHI, Norimasa YOSHIDA, Toshio SAITO

−日本大学生産工学部第45回学術講演会講演概要（2012-12-1）−

ISSN 2186-5647

― 1021 ―

5-39



2 つの特性をもつ語句をトレンド情報として

いる。そこで、この例では「時代」と「ラー

ニング・リーダーシップ」がトレンド情報と

して抽出された。 

しかし、論文の全文を解析の対象とすると、

膨大な数の語句が存在することが予想され、

それら全てを抽出・保有すると、トレンド情

報の抽出という観点からは、不必要な情報も

数多く含む可能性が出てくる。そこで研究で

は論文の中でも特にトレンド情報を含んでい

ると仮定できる文字列である、「タイトル」に

のみ焦点を絞って抽出を行った。 

 

3.可視化システムの概要 

3.1 実行環境と可視化までの処理の流れ 

可視化システムは C/C++、及び OpenGL３）

での２次元描画を想定して開発を行った。可

視化までの流れは以下の通り。 

1） CiNii から収集した論文タイトルを

MeCab によって解析しトレンド情報を

抽出する。 

2） 年代ごとにタイトルとトレンド情報をデ

ータベース化する（Excel で CSV ファイ

ルとして保存）。 

3） 可視化システムに CSV ファイルを読み

込ませ、OpenGL 環境で出力する。 

4） マウス入力などで各論文の関連を可視化

し、分析を可能とする。 

 

3.2 システムの機能 

 図２は OpenGL での出力を想定したイン

タフェース画面である。機能としては以下の

ものを実装する。 

1） インタフェース画面で年代ごとに論文名

が一覧で表示される。 

2） 表示されている論文をクリックすると、

データベースの中からその論文が持つト

レンド情報と同じ情報を持つ論文を探索

し、関連が見つかれば線で結ばれる。 

3） 繋がれた線をクリックすると、その論文

同士で、共有しているトレンド情報が表

示される。 

 

図２ インタフェース画面 

 

本システムは論文の相互関係を「一見して

把握できるようにする」ことに重点を置いて

いる。そうすることで、以下の様な利点を得

ることができる。 

1） 年代別表示から、トレンド情報の時代の

推移を分析できる。 

2） ユーザー操作による部分の詳細表示機能

により、着目する部分のきめ細かな分析

ができる。 

 

4.まとめ 

 本稿では MeCab によるトレンド情報の抽

出方法、及びそれをもとに論文の相互関連を

可視化するシステムの仕様と方法について述

べた。 

 今後の課題は、多くの論文に共通するトレ

ンド情報に加えて、マイナーなトレンド情報

の可視化機能を実装することである。 
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